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1.救いの確信 2.キリストと連合 3.祈りの答えの確信
▲救いの基準は、イエス様が 神様の御子キ

リストであることを信じる事である。

1)Ⅱヨハネ 1:1（長老から、選ばれた夫人と
その子どもたちへ。）

(1)「選ばれた」基準は、イエスが、
キリストであると告白をした人である。

－真理を知っている人が選ばれた人。

2)Ⅰヨハネ 5:13（私が神の御子の名を信じ
ているあなたがたに対してこれらのこと

を書いたのは、あなたがたが永遠のいの

ちを持っていることを、あなたがたによ

くわからせるためです。）

(1)私たちは永遠の命を持っている。
－イエス様を神の御子キリストと信じ

ているかが基準(Ⅰヨハ 5：11−12)。
3)ヨハネ 20:31（これらのことが書かれた
のは、イエスが神の子キリストであるこ

とを、あなたがたが信じるため、また、

あなたがたが信じて、イエスの御名によ

っていのちを得るためである。）

(1)聖書の目的はキリストを信じるため。
(2)信じる信仰によって救われた。

4)Ⅰヨハネ 4:9（神はそのひとり子を世に遣
わし、その方によって私たちに、いのち

を得させてくださいました。ここに、神

の愛が私たちに示されたのです。）

(1)神様は一人子を与えて下さった。
－それほど神様は愛して下さった。

(2)悪魔は神の愛を分からない者を狙う。
－サタンは、確信のない者を探している。

▲救いの確信を持つ者は、キリストと一つになったことが分かる。

1)Ⅰヨハ 2:28（子どもたちよ。キリストのうちにとどまっていな
さい。それは,キリストが現れるとき,私たちが信頼を持ち,その
来臨のときに、御前で恥じ入るということのないためです。）

・私たちは、キリストの内に留まっているように(Ⅱヨハ 1:9)。
2)ヨハ 15:5（わたしはぶどうの木で、あなたがたは枝です。人が
わたしにとどまり、わたしもその人の中にとどまっているなら、

そういう人は多くの実を結びます。わたしを離れては、あなた

がたは何もすることができないからです。）

(1)ぶどうの木(キリスト)に枝(私)が繋がる－キリストに留まる
(2)イエス様と一つになっている人が永遠の命を持っている人。

3)Ⅰヨハ 4:13-15（神は私たちに御霊を与えてくださいました。そ
れによって、私たちが神のうちにおり、神も私たちのうちにお

られることがわかります。）

(1)永遠の命を持つ人は聖霊様が私の内にいる－キリストと連合
(2)永遠の命をもらったことはすべてをもらったことである。

4)ヨハ 14:20(その日には,わたしが父におり,あなたがたがわたしにお
りり,わたしがあなたがたにおることが,あなたがたにわかります。)
(1)聖霊様を遣わされ、キリストと私が一つになるようになった。

5)ローマ 6:5（もし私たちが、キリストにつぎ合わされて、キリス
トの死と同じようになっているのなら、必ずキリストの復活と

も同じようになるからです。）

(1)つぎあわされる＝ユニオン＝一つとなった
－私達は、キリストと共に死に、キリストと復活をした。

(2)イエスの命が私の命・イエスの義が私の義・イエスの力が
私の力となった。

(3)キリストだけで十分、完全、全てである（ピリ 4：13)。
6)ガラ 2:20(私はキリストとともに十字架につけられました。もは
や私が生きているのではなく、キリストが私のうちに生きてお

られるのです。)
(1)サタンの奴隷となっていた私は死んだ。
(2)キリストと共に生きる人生に変えられ、全て与えられた。

▲キリストと連合をする人は祈りの答えを与えられるので確信を持つよ

うに。祈りの答えの確信を持つ人とは、神様の命令に従うことである。

1)Ⅰヨハ 3:22-23（求めるものは何でも神からいただくことができます。
なぜなら、私たちが神の命令を 守り、神に喜ばれることを行っている

からです。神の命令とは、私たちが御子イエス・キリストの御名を信じ、

キリストが命じられたとおりに、私たちが互いに愛し合うことです。）

(1)答えられないのは、キリストと一体とされたという確信が薄い。
(2)祈りに答えられないのは神様の絶対命令に従っていないため。
－祈りに答えられる人は、神様の命令を守ることである。

(3)「神様の命令」－①御子キリストとの連合を確信すること。
②互いに愛し合う－聖徒同士赦して、愛し合うこと。

2)ヨハ 15:7(あなたがたがわたしにとどまり、わたしのことばがあなたが
たにとどまるなら、何でもあなたがたのほしいものを求めなさい。そう

すれば、あなたがたのためにそれがかなえられます。)
ヨハ 21:15-17（「わたしの小羊を飼いなさい。」）
(1)祈りに答えられる人は、信じてイエス様を愛することが出来る人。
(2)「小羊」→①レムナント、②新しい家族を生かすこと。
(3)ジョージ・ミュラーは,子供達を生かし 5万回の祈りに答えられた。

4)ヨハネ 20:21-23（「平安があなたがたにあるように。父がわたしを遣わ
したように、わたしもあなたがたを遣わします。」そして、こう言われ

ると、彼らに息を吹きかけて言われた。「聖霊を受けなさい。」）

(1)神様が私達を遣わした－伝道と宣教のために祈るように。
5)Ⅰヨハ 5:14-16（何事でも神のみこころにかなう願いをするなら、神は
その願いを聞いてくださるということ、これこそ神に対する私たちの確

信です。私たちの願う事を神が聞いてくださると知れば、神に願ったそ

の事は、すでにかなえられたと知るのです。）

(1)神様の命令のために祈ったら、たくさんの祈りの答えを受ける。
(2)「死に至らない罪を犯している人を見たなら神を求めなさい」
－救われるべき魂を持つ人に伝道をしなさいということである。

(3)神様の命令のために祈ることは必ず答えられる。
－日本をキリスト教国家、宣教国家とする(太平洋宣教,インド洋宣教)。
▲結論：聖霊充満を求める祈りをする。



現場地教会（2019 年 10 月 11 日～2020 年 10 月 18 日）

【賛美】 「イエスわが王よ」

１）イエスわが王を賛美で迎えん 栄光の主の御座を もうけたまえ主よ

私は神のもの ゆえに神にささげん 御心のままにおさめよ 主イエスよ

２）イエスわが王よ ここに来られ われが主にささぐ 賛美受けたまえ

われは主のしもべ 主はわれらのきみ 主なるイエス来られ 賛美を受けたまえ

【使徒信条】

我は天地の造り主、全能の父なる神を信ず。我はその独り子、我らの主、イエス・キリストを信ず。

主は聖霊によりてやどり、おとめマリアより生まれ、ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受け、十字架に

つけられ、死にて葬られ、よみにくだり、三日目に死人のうちよりよみがえり、天にのぼり、全能の父

なる神の右に座したまえり、かしこより来たりて、生ける者と死にたる者とを審きたまわん。我は聖

霊を信ず、聖なる公同の教会、聖徒の交わり、罪のゆるし、からだのよみがえり、とこしえの命を信

ず。アーメン

【メッセージ】 「キリストの内に留まっていなさい」（Ⅱヨハネ 1:4-6）

【讃美】 219 恐れなく近よれと

【祈り】

①教会の祈りの課題

・元旦メッセージ：「サタンを踏み砕く」ローマ 16:20、

「次世代を生かす歩みとなる 30 年」ローマ 16:25-27

・御国イザヤ牧師に聖霊充満と 5 つの力が与えられるように。

②現場地教会の聖徒の中で欠席された方、問題、病にある方、新しい家族のために。

③現場地教会参加者の祈りの課題（集まった聖徒の祈り課題を付箋に記入）のため。

【フォーラム】

【祈り】

【主の祈り】

天にましますわれらの父よ。ねがわくは、御名をあがめさせたまえ。御国をきた

らせたまえ。みこころの天になるごとく、地にもなさせたまえ。我らの日用の糧を、

今日も与えたまえ。我らに罪をおかす者を、我らがゆるすごとく、我らの罪をもゆ

るしたまえ。我らをこころみにあわせず、悪より救いだしたまえ。国とちからと栄

えとは限りなくなんじのものなればなり。 アーメン

福音宣教教会

祈り題

1. 福音宣教教会(ローマ 16:20、25－27)
2. 主任牧師(使徒 6:4、アモ 3:7、創世記 18:17)
3. レムナント(イザヤ 6:13)
4. 癒し(使徒 19:8－20)
5. 日本神学校、東日本神学校(Ⅱ列 6:8－23)
6. 200都市(創世記 41:36－38)
7. 1000大学(使徒 19:9－10)
8. 日本総会教会(使徒 6:4、コロ 4:2－3)
9. 日本 8000教会(使徒 17:1－3)
10. 本部、柳牧師(138、14、24、、25、00、237)
11. 日本をキリスト教国家とする(使徒 18:9－10)
12. 237宣教、太平洋・インド洋宣教(マタ 24:14、使徒 1:8)

契約の祈り
(主日礼拝)

1. 神様の愛にあって選ばれ、私の行いとは関係なく、ただイエス様が
神の御子キリストである真理を信じる信仰で救われ、永遠のいのちを

得たことを確信して感謝します。

2. 聖霊様によってキリストと連合して完全に一つになったため、私に
は何の不足もなく、キリストのすべてが私のものであり、キリストで

十分・完全・すべてであることを信じます。

3. 私の願い事ではなく、キリストの命令である EBS使役・Rt運動・
日本キリスト教国家・太平洋宣教・インド洋宣教の成就を信じて、献

身できるように祈るとき、聖霊充満が与えられ、すべてが答えられる

祈りの確信の答えを受けますように。

お知らせ

1.東北地域教会設立感謝礼拝スケジュール

10/31(土)15:00 仙台教会,11/1(主日) 東日本神学校

11/2(月)-3(火) 神学校講義,11/4(水) バイタルネット礼拝

11/5(木) 佐沼地教会

2.日本語学科の設立と YouTube 放送局の設立のためお祈りください。

福音宣教教会
主管牧師：御国イザヤ

名古屋市中区栄 5丁目 23－8／tel:052-238-6003

主日(日曜)1 部礼拝 7:00 ／ 2 部礼拝 10:00 ／ 3 部礼拝 12:00


